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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第１四半期
連結累計期間

第69期
第１四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 2017年４月１日
至 2017年６月30日

自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2017年４月１日
至 2018年３月31日

売上高 (千円) 2,121,228 2,027,335 9,097,588

経常利益又は経常損失（△） (千円) 67,713 △9,390 404,359

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益又は親会社株主に帰属
する四半期純損失（△）

(千円) 38,760 △21,811 285,402

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 31,871 △157,066 452,433

純資産額 (千円) 9,313,983 9,539,386 9,733,719

総資産額 (千円) 12,830,031 13,084,868 13,279,520

１株当たり四半期(当期)純利
益金額又は四半期純損失金額
（△）

(円) 41.59 △23.41 306.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 72.6 72.9 73.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第68期第１四半期連結累計期間ならびに第68期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第69期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

４. 2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、１株当た

り四半期(当期)純利益金額は、当該株式併合が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算定しておりま

す。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善が続くなど緩やかな回復傾向で推移いたしま

したが、米国の政策の動向等景気の先行きは不透明な状況となっております。

このような状況のもと、当社グループとしましては、如何なる環境変化にも対応して、持続的発展を遂げられる

よう、全力を使って付加価値を創出する、を基本方針に、「グローバル展開」、「付加価値の創出」、「生産拠点

の整備」、「強固な事業基盤の構築」を重点施策として持続的発展を目指してまいりました。2018年５月には、韓

国における営業活動、市場開拓と購買活動を本格的に行うため、ソウル連絡事務所を現地法人化しFUJICO KOREA

CO.,LTD.を設立いたしました。また、2018年３月に設立したSANWA FELT VIETNAM CO.,LTD.につきましては稼働に

向けた整備を進めております。

当社グループの業績につきましては、東日本大震災の廃棄物処理場向けの土木資材や自動車資材の販売が減少し

たこともあり、売上高は20億27百万円（前年同四半期比95.6%）となりました。損益面におきましては、売上高の

減少の影響や材料費の増加により営業損失46百万円（前年同四半期は営業利益46百万円）となり、経常損失９百万

円（前年同四半期は経常利益67百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失21百万円（前年同四半期は親会社株

主に帰属する四半期純利益38百万円）となりました。

 
セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。
 

環境・エネルギー資材

環境資材については、耐熱フィルター、触媒ロフを中心に、販売は堅調に推移しました。エネルギー資材につき

ましても、販売は堅調に推移しました。その結果、売上高４億13百万円（前年同四半期比104.9％）、セグメント

利益４百万円（前年同四半期比32.1％）となりました。
　
工業資材

工業資材については、土木資材が減少するなど販売は大きく減少しました。その結果、売上高７億89百万円（前

年同四半期比91.9％）、セグメント利益１億16百万円（前年同四半期比65.0％）となりました。
　
建装・自動車資材

建装資材については、販売は前年同四半期に比べやや軟調に推移しました。自動車資材につきましては、需要の

減少により販売は大きく減少しました。その結果、売上高７億３百万円（前年同四半期比94.7％）、セグメント利

益39百万円（前年同四半期比77.5％）となりました。
　
その他

その他事業については、電気資材、衣料資材、帽子帽材等ともに販売の強化に取り組みましたが軟調に推移しま

した。その結果、売上高１億20百万円（前年同四半期比96.1％）、セグメント損失１百万円（前年同四半期はセグ

メント損失３百万円）となりました。
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財政状態

当第１四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末に比べ１億94百万円

減少し、130億84百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が２億63百万円、現金及び預金が１億25

百万円それぞれ減少し、商品及び製品が97百万円、原材料及び貯蔵品が96百万円それぞれ増加したこと等によるも

のです。

負債は、前連結会計年度末に比べ０百万円減少し、35億45百万円となりました。これは主に、賞与引当金が72百

万円減少し、買掛金が59百万円増加したこと等によるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億94百万円減少し、95億39百万円となりました。これは主に、為替換算調

整勘定が70百万円、その他有価証券評価差額金が67百万円、利益剰余金が59百万円それぞれ減少したこと等による

ものです。

　

（２）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は25百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2018年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,000,000 1,000,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は
100株であります。

計 1,000,000 1,000,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年６月30日 ― 1,000,000 ― 1,716,300 ― 1,599,813
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2018年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 68,300
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 930,600
 

9,306 ―

単元未満株式
 

普通株式 1,100
 

― ―

発行済株式総数 1,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,306 ―
 

(注) 1.　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2018年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

    2. 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式28株が含まれています。　

　

② 【自己株式等】

  2018年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
兵庫県伊丹市行基町１-５ 68,300 ― 68,300 6.83

株式会社フジコー

計 ― 68,300 ― 68,300 6.83
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2018年４月１日から2018年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,763,499 2,638,029

  受取手形及び売掛金 ※  2,306,620 ※  2,043,174

  電子記録債権 ※  692,662 ※  693,141

  商品及び製品 1,066,433 1,164,034

  仕掛品 287,996 359,433

  原材料及び貯蔵品 468,421 564,560

  その他 183,395 176,069

  貸倒引当金 △57 △541

  流動資産合計 7,768,971 7,637,902

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,212,133 3,216,480

    減価償却累計額 △1,898,370 △1,917,194

    建物及び構築物（純額） 1,313,762 1,299,286

   機械装置及び運搬具 5,845,967 5,886,331

    減価償却累計額 △5,515,134 △5,537,060

    機械装置及び運搬具（純額） 330,833 349,270

   土地 1,589,297 1,562,389

   建設仮勘定 22,926 29,774

   その他 472,999 494,859

    減価償却累計額 △280,072 △280,917

    その他（純額） 192,927 213,942

   有形固定資産合計 3,449,747 3,454,663

  無形固定資産   

   ソフトウエア 54,188 74,978

   ソフトウエア仮勘定 19,600 ―

   その他 18,024 16,241

   無形固定資産合計 91,812 91,220

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,676,780 1,579,403

   繰延税金資産 175,163 207,519

   その他 123,850 122,304

   貸倒引当金 △6,806 △8,144

   投資その他の資産合計 1,968,988 1,901,082

  固定資産合計 5,510,549 5,446,966

 資産合計 13,279,520 13,084,868
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 470,370 530,262

  電子記録債務 ※  748,510 ※  736,753

  短期借入金 350,000 350,000

  1年内返済予定の長期借入金 78,900 75,150

  未払法人税等 68,425 29,331

  賞与引当金 177,922 105,088

  その他 306,249 371,289

  流動負債合計 2,200,377 2,197,876

 固定負債   

  社債 100,000 100,000

  長期借入金 307,300 289,450

  退職給付に係る負債 660,477 667,995

  その他 277,645 290,159

  固定負債合計 1,345,423 1,347,605

 負債合計 3,545,801 3,545,482

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,716,300 1,716,300

  資本剰余金 1,599,813 1,599,813

  利益剰余金 6,116,082 6,057,004

  自己株式 △223,243 △223,243

  株主資本合計 9,208,951 9,149,873

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 452,693 385,014

  為替換算調整勘定 112,454 42,065

  退職給付に係る調整累計額 △40,379 △37,567

  その他の包括利益累計額合計 524,767 389,512

 純資産合計 9,733,719 9,539,386

負債純資産合計 13,279,520 13,084,868
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

売上高 2,121,228 2,027,335

売上原価 1,600,984 1,583,272

売上総利益 520,243 444,062

販売費及び一般管理費 473,259 490,688

営業利益又は営業損失（△） 46,983 △46,625

営業外収益   

 受取利息 1,783 2,420

 受取配当金 5,095 5,701

 不動産賃貸料 20,383 20,549

 為替差益 ― 10,395

 その他 2,631 5,991

 営業外収益合計 29,892 45,058

営業外費用   

 支払利息 3,785 3,438

 売上割引 2,375 2,385

 不動産賃貸原価 2,022 1,997

 為替差損 978 ―

 その他 1 1

 営業外費用合計 9,163 7,822

経常利益又は経常損失（△） 67,713 △9,390

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

67,713 △9,390

法人税、住民税及び事業税 11,298 17,582

法人税等調整額 17,653 △5,161

法人税等合計 28,952 12,421

四半期純利益又は四半期純損失（△） 38,760 △21,811

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

38,760 △21,811
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 38,760 △21,811

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 31,979 △67,678

 為替換算調整勘定 △42,316 △70,388

 退職給付に係る調整額 3,447 2,812

 その他の包括利益合計 △6,889 △135,254

四半期包括利益 31,871 △157,066

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 31,871 △157,066

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結会計期間より、新たに設立したFUJICO KOREA CO.,LTD.を連結の範囲に含めております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しており

ます。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

等を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

受取手形 75,999千円 38,358千円

電子記録債権 127,635千円 108,725千円

電子記録債務 117,284千円 90,611千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

減価償却費  63,565千円 61,919千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月29日
定時株主総会

普通株式 37,275 ８ 2017年３月31日 2017年６月30日 利益剰余金
 

（注）2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。「１株当たり配当額」につき

ましては、基準日が2017年３月31日であるため、当該株式併合前の金額を記載しております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 37,266 40 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車

資材
計

売上高       

  外部顧客への売上高 394,054 859,157 742,903 1,996,115 125,112 2,121,228

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 394,054 859,157 742,903 1,996,115 125,112 2,121,228

セグメント利益又は損失(△) 13,109 178,690 51,205 243,006 △3,404 239,601
 

(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気資材事業、衣料事業及び帽子帽材

事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 243,006

「その他」の区分の利益 △3,404

全社費用(注) △193,109

棚卸資産の調整額 317

その他の調整額 173

四半期連結損益計算書の営業利益 46,983
 

(注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車

資材
計

売上高       

  外部顧客への売上高 413,315 789,980 703,754 1,907,051 120,284 2,027,335

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 413,315 789,980 703,754 1,907,051 120,284 2,027,335

セグメント利益又は損失(△) 4,212 116,199 39,673 160,085 △1,748 158,337
 

(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気資材事業、衣料事業及び帽子帽材

事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 160,085

「その他」の区分の利益 △1,748

全社費用(注) △203,324

棚卸資産の調整額 △2,449

その他の調整額 810

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △46,625
 

(注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

 １株当たり四半期純利益金額又は
 １株当たり四半期純損失金額(△)

41円59銭 △23円41銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
 親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

38,760 △21,811

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
 金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金額
 (△)(千円)

38,760 △21,811

 普通株式の期中平均株式数(千株) 931 931
 

(注)１.前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、１株当たり

四半期純利益金額は、当該株式併合が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算定しております。
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2018年８月９日

株式会社フジコー

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 梅　　田　　佳　　成 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　槻　　櫻　　子 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

コーの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2018年４月１日から2018年６

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジコー及び連結子会社の2018年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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